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　近年のさまざまな社会的変化の中でも，特に
グローバル化の進行が，世界の経済，政治，文
化に与えた影響の大きさは計り知れない。国境
を超えた人・モノ・情報の流れは一部の社会層
に恩恵をもたらした一方，「富める者と貧しい
者」の格差を広げたとされる。それに伴って起
こった大規模な人口の移動は，移民や難民への
対処に関する意見や思想の対立を助長し，同じ
国の中にさえ分断を作り出した。
　こうした状況に至る過程を理解し，思想・信
条や文化の異なる人々が，共生できる社会を築
くための手がかりとして，心理学には何が提言
できるであろうか。以下，近年の研究動向の中
に，その可能性を探ることにする。

世界観の相違が生む分断
　国境を超えた，人の往来が増えたことについ
ては，多様性の観点からこれを歓迎する立場
と，伝統的な「国のかたち」や国民の姿が変化
することに抵抗する考え方とがあり，世界の各
地で衝突を起こしている。移民や難民への対応
をめぐる意見の相違は，さらに経済政策や環境
政策のあり方に至るまで，幅広い分野にわたる
思想・信条の対立と連動することが顕わになっ
た。その影響力は，多くの国と地域で見られる
ポピュリズムの台頭や，世界を驚愕させたイギ
リスの欧州連合離脱（Brexit）の引き金になっ
たと言われるほど，甚大なものであった。その
根底には，共通した対立軸が横たわっている可
能性が指摘される。それがイデオロギー，すな

わち，望ましい政治体制や経済システムのある
べき姿と，理想的な社会を構築するための方策
に関する信条や価値観で，「争点を束ねる軸」
とも呼ばれるものの存在である。
　イデオロギー対立の中でも，いわゆる保守と
リベラルの間の関係が，特に深刻な影響をもた
らしている。北米をはじめ西欧社会では，伝統
的な価値観の尊重，自由競争と市場原理を旨と
する保守主義と，個人の自由と平等の実現を優
先し，そのための政府による介入をも認めるリ
ベラル主義との対立が，激しさを増している。
　保守主義は，変化への抵抗，および優劣の差
を是認する態度との関連が比較的強く，リベラ
ルがその逆を志向することを示す研究は多い 1。
一方，保守であれリベラルであれ，特定の集団
に対して強い偏見を示すという点では共通する
ことを示す結果もある 2。それによると保守主
義は，無神論者や性的少数者に対する偏見と関
連しているが，それ以上に最も強い関連を示し
たのが，「リベラル」というカテゴリーへの偏
見であった。逆にリベラル側では，富裕層やキ
リスト教信者への偏見もさることながら，それ
以上に「保守」に対する偏見との関連が強かっ
た。相手陣営に対する強い偏見が，分断をさら
に深める要因となっていると考えられる。

分断を助長する情報環境
　人間には一般に，互いに似通った考えを持つ
者どうしで情報を共有し合い，異なる意見に耳
を貸さなくなる傾向がある。特に，ソーシャ
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　これらの争点が，どの程度まで保守・リベラ
ルの違いを反映するものかを確かめるために，
各個人のイデオロギー的立場を測り，予測変数
とした。社会的・経済的・政治的の各分野にお
ける保守・リベラルの定義を明示した上で，自
身がどこに位置するかについて評定を求めた。
　さらに国民意識も予測変数に加えた。先行研
究では，日本人の国民意識を構成する要素とし
て，①「文化的ナショナリズム」（例：国歌・
国旗への態度，文化遺産への愛着），②「優越
的ナショナリズム」（例：日本人の優秀性への
信念），③「愛国心」（例：日本を愛する程度），
④「国際主義」（例：海外援助や門戸開放に関
する態度）の4因子が特定されており，①は日
本に特有な因子，②～④は欧米諸国とも共通す
るものであることが確かめられている 7。
　重回帰分析の結果を模式化したのが図1であ
る。国民意識のうち，文化的ナショナリズムが
ほとんどの分野における保守的態度に，また国
際主義が全分野におけるリベラルな態度に，そ
れぞれ寄与していた。他方，とかくそのイデオ
ロギー的性質が語られる愛国心や優越的ナショ
ナリズムは，いくつかの争点で保守的態度への
寄与を示したものの，関連は限定的であった。
　さらに興味深いことに，「保守かリベラルか」
に関する自己評定よりも，むしろ国民意識の方
が，イデオロギー的態度と強く関連していた。
それどころか自己定義による保守性の中には，
図中の赤色矢印が示すように，リベラル的とさ
れる態度と相関している（逆に言うとリベラル
な立場が保守的態度と相関する）場合すら散見
された。つまり，移民や軍事だけでなくジェン
ダーなどの分野に関する態度でさえ，「どのく
らい保守的かリベラルか」を問うよりも，「君
が代」などの国家・文化的シンボルに関する意
識を尋ねる方が，予測力が高いということであ
る。この結果は，保守・リベラルの意味づけに
関する，日本と欧米の差異の一端を示している
と考えられる。それよりも国民意識のような信
念体系の方が，日本人にとってのイデオロギー
的争点についての立場を，より浮き彫りにする
性質を持つ可能性が示されたのである。

ル・ネットワーク・サービスなどを介してこれ
が進行すると，意見の異同に基づく，情報の断
絶が生じることになる。「エコー・チェンバー」
といった名称で知られる現象である 3。
　ではなぜ，どのような心理的過程が，こうし
た情報環境を作り出すのであろうか。筆者の研
究室では，この過程の中でも特に，自分と類似
した意見の持ち主に近づこうとする選択的接触
（selective exposure）に焦点を当てた検証を進め
ている。選択的接触の原因としては，①自分自
身の意見と，異なる意見の両方に接することに
よって生じる，「不協和音」の不快さを避けよ
うとする過程と，②他者と異なる意見を持つこ
とが示唆する対人的な葛藤を避ける過程の，二
種類の過程が働くことがすでに明らかにされて
いる 4。そして日本社会では，われわれの研究
結果が示す限り，後者の方がより明確な媒介効
果を持つことが観察されている 5。意見や主張
の異なる陣営がそれぞれに，こうした選択的接
触と情報の伝搬を繰り返すことで，分断した情
報ネットワークが発達すると考えられる。

国民意識とイデオロギー
　では，イデオロギーに関する日本の状況はど
うであろうか。筆者らの研究グループでは，日
本人の国民意識がもつイデオロギー的性質に着
目している。日本が海外からどう見られている
かという関心，また各個人と国家との関係はど
うあるべきかという問いは，長年にわたって日
本人の思想，価値観，政治的行動に大きな影響
を与えてきた。また，異なる政治的陣営を批判
する際に用いられる「反日」といったラベルづ
けも，国をめぐる意識がイデオロギー対立のも
とになる可能性を暗示している。
　そこで筆者らは以下の調査を行った 6。分析
の焦点は，欧米における「保守－リベラル」の
対立軸に相当する種々の争点に関する，回答者
の意見である。質問項目は，同性婚や「選択的
夫婦別姓」などのジェンダー分野，外国人労働
者の受け入れなどに関わる移民分野，さらに軍
事分野や環境分野など多岐にわたるもので，賛
否の回答を目的変数に位置づけた。
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異文化の接触がもたらす脅威と反発
　国民意識のイデオロギー性は，同じ国民の間
に意見の対立を生むだけでなく，当然ながら，
異なる国や文化を背景にもつ人々に対する態度
や行動にも影響する。
　異なる種類の集団が流入すると，さまざまな
意味で脅威の知覚が起こると考えられる。異質
な人々が増えることで，従来の伝統や価値観が
揺らぐといった象徴的な脅威は，その一例であ
る。さらに単純な反応として，異なる文化が混
じり合うこと（culture fusion）自体を，あたか
も汚染であるかのように受け止め，嫌悪感情を
もよおす場合もある 8。日本文化を象徴する柔
道の試合に，色つきの柔道着やポイント制が持
ち込まれた当初の違和感や，「国技」とされる
大相撲の土俵で目にするガッツポーズへの抵抗
感にも，異なる文化が同居することへの反発が
含まれていたのかもしれない。
　筆者の研究室で行われた実験でも，日本人に
とって神聖な意味をもつ神主の職に，外国人が
就くといった事例を提示された参加者は，他の
一般的な職業についた場合よりも強い嫌悪感情
を表明した。さらにその影響は，移民に対する
排斥的態度にまで及んだ（図2）9。加えて，こ
れらの効果は，実験参加者がもつ国民意識に

よって調整されることも明らかになった。ここ
でも，国民意識のうち文化的ナショナリズムの
傾向が強く，国際主義信念が弱い人ほど，「外
国人神主」への嫌悪感が強く，移民への排斥的
態度が強くなることが示された。

正義感の暴発
　イデオロギーに基づく意見の対立や，移民・
少数者に対する排斥傾向は，時に暴力的な言動
を伴うなどの激しさを示すため，邪悪な人間性
の発露と捉えられがちである。しかし，対立の
渦中にある人々は，むしろ正義感に駆られて過
激な言動に出ていると見受けられることが多い。
イデオロギーが，善悪の判断と関連することは，
道徳基盤理論（moral foundations theory）に基
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図1　国民意識，イデオロギー的立場と，イデオロギー関連態度との関係
グレーの矢印は争点に関する保守的態度と，赤色矢印はリベラルな態度との関連を示す。

太い矢印は p < .01，細い矢印は p < .05 の有意水準を表す。

図 2　文化的混合と国民意識がもたらす影響
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づく研究も示している 10。イデオロギー対立や
部外者の排斥が，道徳観を巻き込めば，それは
いっそう熾烈なものになるであろう。
　意見の異なる陣営を不道徳とみなした結果，
何が起こるのかについて説明を試みたのが，道
徳的確信（moral conviction）という概念であ
る 11。個人的な意見や好き嫌いと違って，道徳
的な善悪の判断にはふつう，「普遍的価値とし
て多くの人々が共有しているはず」という期待
がある。このため，自身の信条が道徳的に正し
いと信じ込めば，これに同意できない人々に対
しては「なぜわからないのか！」という不当感
が生まれる。善悪の「悪」を具現すると考えら
れる相手陣営なら，攻撃も正当化されると考え
るかもしれない。しかも，道徳的価値は多くの
場合，法や集団規範がもつ世俗的価値を超越す
ると考えられるため，自分の信念の実現は「法
ですら止めることはできない」という考えまで
生まれる。対立陣営の「害悪」に対する非難・
攻撃がエスカレートするのは，こうした論法の
積み重ねの結果と解釈できる。実際，アメリ
カ合衆国における大規模な世論調査の結果を
分析してみると，共和党・民主党支持者の両方
で，支持政党への好意度よりも，非支持政党
を嫌う感情の方がまさるという，感情的分極化
（a�ective polarization）の傾向が，過去20年ほ
どの間に急激に強まっているという 12。
　また，移民をはじめとする外集団の流入を，
すでに述べたように伝統的価値に対する「文化
的汚染」と解釈し，嫌悪感情を発する過程につ
いても，道徳判断の影響が考えられる。道徳基
盤理論の枠組みで言うと，それは神聖・純潔の
道徳基盤に関わる違反にあたり，感情の中でも
特に嫌悪が関与することも説明がつく。

まとめ
　日本社会において多文化共生の必要が叫ばれ
るようになって久しい。意見の対立や文化的背
景の相違を超えた，相互理解の促進のためには，
イデオロギーや道徳観がもたらす影響に関する
理解が重要であることを，最近の研究が示して
いる。今後は，政治学や情報科学をはじめ他の

分野を巻き込んだ，学際的な取り組みが進めら
れていくと予想される。急速に発展するこの分
野において筆者ら自身による貢献は，本稿でも
言及したように，まだ端緒についたばかりであ
る。以後，よりいっそうの進展を図りたい。
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